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1.組織の概要

ISOC（Internet Society：インターネット・ソサェティー）は米国バージニア

州に本部を置く非営利の団体である。いわば学会のような組織であるが、普通の

学会に比べて標準化活動に重点を置いている。

ISOCの会員は個人会員（会員数約5000人、日本人は約200人）と法人会員（会

員数約100組織、日本からは8組織）からなる。日本インターネット協会もISOC

の法人会員として参加している。ISOCには理事会（18名）がある。現在の会長

はウィスコンシン大学のラリー・ランドウィーバー教授である。

日本からは1992年にISOCが発足したときに相磯秀夫慶應大学教授が理事とな

った。その後、石田晴久東大教授（1993-96）、後藤滋樹NTT研究部長（1994-1997）

が相次いで理事選挙で選ばれた。石田理事は副会長も務めている。また標準化に

関する、いわば技術理事会に相当するIAB*（Internet Architecture Board）には

村井純慶應大学助教授（1993-1995）が選ばれている。

2.活動内容

ISOCは国際会議（INET）を毎年開催している。INET'92は神戸で開催された。

その後の開催地はINET'93がサンフランシスコ、INET'94がプラハ（チェコ）、

INET'95がホノルルであった。今後の予定はINET'96がモントリオール（カナダ）、

1997年にはアジア太平洋地域、1998年にはヨーロッパでの開催を予定している。

国際的な団体としてISOCが存在する意義は大きい。歴史的な経緯を見るとイ

ンターネットは米国における研究用のネットワークから発展したものである。し

たがって、国際的なインターネットの調整機関の多くは米国主導になっていた。

これに対して、ISOCは発足時から国際的な組織であることを強調しており、事

実、第1回のINET'92は神戸で開催されたのである。

ISOCに関する情報はhttp://www.isoc.org/に集められている。このページには

組織の説明のほかに、インターネットの世界接続地図などの図表類、各国支部へ

のポインター、国際会議の案内や会議録（論文集）、標準化活動（IETF*など）

へのポインター、などの有用な情報が掲載されている。さらに入会申し込みのペ

ージもある。現在の個人会員の年会費は35米ドルである。ISOCには日本支部

（ISOC-JP）があり、各種の催物を日本インターネット協会と共同で開催するなど、

両者はいわば兄弟関係にある。

(後藤 滋樹)
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